
14日（月）の夜、キムタクのChangeの最終回を

見ました。朝倉総理はテレビの中でこう言いました。

「みなさんには本物の政治家を選ぶ権利と義務

があるんです」「私利私欲に走らず、約束を守り、

国民と同じ目線に立って、動ける政治家、働け

る政治家、それを国会に送り出せるのは、みな

さんなんです。」「あなたの一票は政治を、この

世の中を変えることができる。」と。そして朝倉総

理はこうも言いました。「この解散は、子供たちに

希望のある未来を用意するための解散です。」と。

新座市民は4年に一度の解散のチャンスを逃し

ました。現職市長の力は凄かった。多選の逆風

を見事に跳ね返しました。流石に自民・公明のチー

チームワークです。それに民主の票も流れたの

だからしょうがありません。そして大型事業のツ

ケはやがてきます。財政破綻するかもしれない。

それでもいつかChangeする日は来ます。子供た

ちに希望ある未来を用意するために、僕もそう

信じて、また歩き始めようと思います。田中ゆき

ひろと、田中ゆきひろの仲間と一緒に・・・。
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今回の市長選で僕が一番驚いたのは民主党の

動きです。田中ゆきひろは民主党員です。当然、

民主党はゆきひろを「推薦」するものだと思って

いました。市民の感覚からするとそうなのです。

ところが民主党埼玉第四区総支部は田中ゆき

ひろを推薦しませんでした。支部長の神風代議

士は結局一週間の選挙戦で一度も「応援」に来

ることはなかったのです。枝野さんや山根さん、

そして末松さんといった他地区の民主党の国会

議員や市議会議員が応援に来たのにです。神

風代議士の後援会の大半が須田市長の「選対」

にいたとしても、それはそれです。民主党の代

表として「推薦」をすべきだったし、「応援」すべ

きだった。僕はそう思います。新座市議会では「刷

新の会」も分裂しての選挙となりました。平松代

表は完全中立、民主党の中村・佐原・柴崎議

員は田中ゆきひろ。そして島田くによ議員は須

田市長の応援と三つに分かれての選挙になっ

たのです。結果的に178票の差だったのですから、

神風代議士と刷新の会が今回の選挙の鍵を握っ

ていたことは確かです。民主党の推薦があれば

共産党との連立も可能だったのですから、ことは

重大です。市議会議員でも国会議員でも市長

でも、選挙に出る目的は市（国）をよくしていくこ

とでなければいけません。選挙に「当選」するこ

とが「目的」では市民はガッカリです。

応援にかけつけてくれた枝野さんとゆきひろ。

今月１３日、８年ぶりの新座市長選挙が行われ

ました。現職市長が１７８票差という僅差で、田

中ゆきひろ候補を破り、５選を果たしました。16

年前「３期１２年」を公約として当選した須田市

長の５期２０年がスタートしたのです。それと同時

に「もう、ほっとけない！」の田中ゆきひろ陣営も

４年後に向けてスタートを切りました。４年後に市

長が交代したとしても、現市長と同じ”しがらみ”

が応援する候補では、「しがらみ構造」は変わり

ません。それが今、スタートする理由です。今回

の選挙の投票率は３４％。市民生活に一番影

響の大きな選挙の投票率とは思えないほど低い

ものでした。あと１％いや0.5％の上がっていれば・・・

ああ選挙権がもったいない！！
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本名たかむらともや。1954年、東京都新
宿区生まれ。西戸山中学、都立石神井高
校を経て北海道大学へ。大学３年の時、
朝日新聞の「今学校で！」を読み、教師に
なることを決意する。1977年から五中・六
中・二中で子ども達と一緒に生きる。授業
に、クラスに、そしてテニスに燃えた21年
間だった。2000年2月、市議会議員選挙
で9768円で戦い975票で落選。2004年2
月の選挙でも、お金をかけずに戦い1272
票で初当選。２００８年も同様に、１４３３票
で当選。２期目に入る。どの政党にも、ど
の会派にも属せず一人会派「語る会」で、
しがらみのない発言をし続けている。現在
は建設常任委員会に所属。無駄な道路、
箱物に反対しながら、公共施設の改修な
どを訴えている。また議会を離れたところ
では「たかやん塾」で小中学生・高校生と
共に歩み、石神小と六中では障がい児の
ボランティア活動に燃えている。「黒目川
川づくり懇談会」代表。自然護岸を目指
す。石神3丁目在住。趣味はテニス・サッ
カー・囲碁・将棋・読書・音楽。小野伸二・
クルム伊達公子・羽生義治・コブクロのフ
ァン

   選挙戦裏話２
スーパーうぐいすのじゅん子（左）とさくら（右）

借金・しがらみ・先送り

田中ゆきひろ

　このポスターは新座市内に約1000箇所貼りだ

されました。御協力頂いた市民の方達には本当

に感謝します。そのポスターを我々は敗戦が決

まった翌日、一日かけて全て撤去しました。選挙

が終わったら撤去するという約束だったからです。

政治家は約束を守らなくてはいけません。これか

ら4年間の須田市政に注目しましょう。

　市長には人事権があります。その一つが教育

長の指名です。教育長は先生達が選んだ訳で

はないのです。市長が指名して議会が承認して

決めます。だから市長が代わると、教育長も交代

し、結果として「教育」が変わっていく。市長選に

はそういう可能性もあるのだということを是非知っ

ておいてください。今回の市長選は「借金・しがら

み・先送り」をストップするだけでなく、新座市の教

育環境を劇的に変え、子供たちに夢のある未来

を用意する為の選挙でもあったのです。

市民会館の前での応援演説。隣は東京の民主

党の末松さんと森さん。

選挙戦裏話３


